
 

 

 

 

 

 

 

2024年度始まる！（着任式・始業式：4月 5日） 

今年の春先は気温があまり上がらなかったこともあって、 

正門と西門の横にどっしりと構える桜の木も、始業式・入学 

式が行われた4月5日に合わせるかのように咲き始め、ようや 

く今が見頃を迎えています。保護者の皆さま、地域の皆様、 

着任３年目となりました校長の松原 保です。 

子どもたちには、社会が急激な早さで変化する予測困難なものであっても、夢と希望を

持って逞しく生きていくことができるよう、中学生の時期にたくさんの人とかかわり、 

主体的に学び、多くの体験を通して、社会性と実行力を身に付けてほしいと考えていま 

す。２０２４年度も生徒一人ひとりの成長に繋がる学びを提供できるよう、教職員一同、

力を合わせて努めてまいりますので、本年度も本校の教育活動に対し、ご理解とご支援を

賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

新年度の初日は、新たに着任した職員の着任式と新３年生・

新２年生の始業式からスタートしました。新クラスで体育館に

整列した３年生・２年生からは、新生活への期待と緊張を感じ

ましたが、それぞれ最上級生・上級生の顔に 

なっていて、一人ひとりが自覚して初日を迎え 

ていることがしっかりと伝わってきました。 

クラス発表、学年職員・担任発表では歓喜の声も！ 

新しい仲間や担任との生活の舞台は整いました。いざ！２０２４年度！！(^^) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     湘南台中 学校だより 
２０２4 年度 Vol.1 ４月９日発行  文責 校長 松原 保 

 

新たに１０名の職員が着任しました 

・三藤 秀久 総括教諭    （逗子市立逗子中学校より着任） 

・口地 哲平 教諭      （藤ヶ岡中学校より着任） 

・瀬戸口 千春 教諭     （明治中学校より着任） 

・勢川 晃生 教諭      （第一中学校より着任） 

・田代 秀成 教諭      （新採用） 

・柳澤 美帆 教諭      （新採用）     

・江藤 果織 教諭      （亀井野小学校より着任） 

・露木 凪紗 教諭     （本校講師より着任） 

・中岡 正春 拠点校指導員（御所見中学校より着任） 

・小笠原 綾花 講師    （湘南台中学校・六会中学校兼務） 



Welcome to Shonandai J.H.S！（入学式：４月５日） 

午後からは入学式。湘南台中学校の標準服に身を包んだ１９２名の新入生が入学しまし

た。少し緊張した面持ちの中にも中学校生活への希望や意欲を強く感じました。今抱いて

いる「やる気」を大切にして、いろいろなことに積極的に挑戦してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は新年度のスタートにあたって、本校の学校経営方針（育てたい生徒像等）に照ら

し、始業式と入学式で校長が生徒の皆さんに話した内容の要約です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタートにあたって３つの思いを伝えます。 

１つ目は、これから一緒に学び多くの活動をともにする新しいクラスや学年の仲間、先

生達とたくさんコミュニケーションをとって、人とのつながりの輪を広げてほしいという

ことです。多くの人と関わり、色々な物の見方や考え方に触れることで、皆さんの人とし

ての幹を太くたくましいものにしてほしいと思っています。 

そしてあとの２つは、この湘南台中学校が、『すべての生徒が生き生きとしている、全

員にとって安心できる居心地のよい場所』であるためのものです。そのうちの１つ目は、

目標や希望をもって色々なことに挑戦してほしいということ。何かに向かう時には、ただ

なんとなく行うのではなく、「こうしてみよう，こうできるようになりたい，ここまでや

ってみよう」といった目標を決めて、積極果敢に挑戦してほしい。具体的な目標を持つこ

とで、前に進もうとするエネルギーがたくさん生まれ、前向きな気持ちでエネルギーに満

ち溢れた実りある生活をおくることができると思います。もう１つは、自分を大切にする

とともに、同じくらい周りの人にも優しく接することができる人であってほしいというこ

と。一人ひとりが、自分自身を大切にすることはもちろん、周りに 

困っている人がいたら、声をかけ、手を差しのべてあげるという 

意識で生活することができれば、全員にとって、居心地のよい 

学校になると思います。皆で安心できる居心地のよい学校にして 

いきましょう！ 

 

 

 
（裏面あり） 



１年間どうぞよろしくお願いいたします！ 

担当職員  

 第３学年 第２学年 第１学年 学年外職員 

学年主任 市丸 祐介 森  満弘 三藤 秀久 校 長 ：松原 保 

１組担任 水野 歩美 安  優貴 石川 翔也 教 頭 ：荒川  洋 

２組担任 島元 翔也 田代 秀成 島津 日向子 教務主任：中村 雄伴 

３組担任 泉  恵理 勢川 晃生 友井川 克 養護教諭：江藤 果織 

４組担任 口地 哲平 菅原 陽子 柳澤 美帆 事 務 ：長原 智子 

５組担任 西村 来菜 東原 千浩 内藤 直輝 用 務 ：茂  祥子 

６組担任 中津  純 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊ 指導教員：中岡 正春 

協力担任 
津田 淳人 

瀬戸口 千春 

阿部 愉衣 

露木 凪紗 

深澤 春香 

安東 伸江 

図書館専門員：中島 悦子 

スクールカウンセラー 

笈川 邦枝・早川 知佐 
７組担任 

古宮 保男 

鈴木 吉晴 

磯部 求 

有賀 文子 

押野 大地 

講  師 

萩原 潔   松本 八重子 

今井 美保  小笠原 綾花 

＊その他、スクールサポートスタッフ、介助員 

学習指導員、配膳員、見守りボランティア等、 

多くの人が皆さんの学校生活を支えています。 

初顔合わせ（対面式：４月８日） 

 新年度２日目、４月８日の４校時には、1年生への委員会説明を兼ねて 

３年生・２年生と１年生が体育館に一堂に会して、初顔合わせをしまし 

た。３年生と２年生の間につくった花道を通って1年生が入場する際には、 

緊張した様子もみられましたが、会が始まってからは、3年生代表生徒の 

呼びかけに大きな声であいさつを返すなど、元気のよさが学年カラーになっていく気配を

感じました(^^) これから、多くの活動を共にして、下級生は上級生

の姿から多くを学んでいくことになります。上級生の“先輩力”に期

待するとともに、個々の成長に加え、“支え合い、助け合い、切磋琢

磨できる集団”へと集団力の進化にも注目していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校内外における生徒の学びや活動の様子を学校からの便りやホームページ等で発

信してまいりますので、ご覧くださいますようお願いいたします。 

＊新年度当初は、オリエンテーションや健康診断など、特別時間割で運営してまいり

ます。学年ごとに予定が異なりますので、日課の確認をお願いいたします。 

 １２日（金）より全学年昼食が必要になります。給食開始は１５日（月）です。 

＊藤沢市では、経済的な事情でお子さんの就学が困難な世帯に学用品費や 

給食費の一部を援助しています。資料（4/5に配付済み）をご確認のうえ、 

ご希望がある場合には、遠慮なく学校までお問い合わせください。 

お知らせ 



２０２４（令和６）年度 藤沢市立湘南台中学校 学校経営方針 

学校教育目標   『鍛練・感謝・意欲』 

 

１．めざす学校の姿（学校教育力の向上） 

『すべての生徒が生き生きとしている居心地のよい学校！』 

～「生徒が通いたい」「保護者が通わせたい」「地域が応援したい」学校～ 

                               重視する取り組み 

◼ 生徒が安心して生活できる安全な学校 

◼ 全教職員（チーム）で生徒を支える学校 

◼ 保護者から信頼され，地域から愛される学校 

 

２．めざす生徒の姿（人間力の育成）              重視する取り組み 

◼ 自分を大切にし，人にやさしくできる生徒 

◼ 自ら学び，考え，判断し，行動できる生徒 

◼ 人とかかわり，コミュニケーションがとれる生徒 

 

３．めざす教師の姿（教師力の向上）              重視する取り組み 

◼ 一人ひとりに寄り添い，生徒の良き支援者となる教師 

◼ わかる授業を追求する教師 

◼ 人間性に溢れ，生徒・保護者から信頼される教師 

 

４．めざす授業の姿（授業力の向上）              重視する取り組み 

◼ 「わかった！できた！」を実感，体感できる授業 

◼ 考える，判断する，発信・活用する場面がある授業 

◼ 多様な考え方や方策に触れる場面がある授業 

 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

人権教育，支援教育 

いじめ・暴力の撲滅 

家庭・地域との連携 

 

 

道徳教育，あいさつ 

主体的・自治的活動 

体験的活動 

生徒支援 

不登校支援 

心を育む生徒指導 

大切にしたいこと 

➢ コミュニケーション（支えあい） 

➢ 保護者・地域との連携協働 

➢ 生徒一人ひとり 

意識したいこと 

➢ 生徒主体 

➢ 脱，前例踏襲 

➢ ICTの活用 

➢ 働き方 

授業研究・評価研究 

＊観点３「主体的に～」の評価 

場の設定・工夫 

参 考 


